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Ⅰ 問題の所在









守望者としての S. T. コウルリッジ
―感覚主義批判と万人の平等―（上）
立 川 潔
１） すでに同時代のウィリアム・ハズリット (William Hazlitt) は，コウルリッジ
が，「哲学者と詩人の花嫁」である「自由」の側から「正統派という妖婆の残
・ ・ ・ ・
忍な策略の犠牲者」となり「ついに狡猾な詭弁の旋回軸の上で不浄の側に向い
てしまった」（Hazlit [24] p. 68; 訳７３頁）と指摘している。Thompson [45] は，
コウルリッジ，サヅィー (Robert Southey)，ワーズワス (William Wordsworth)
というロマン派詩人が１７９７年の夏には「政治的「背教」にまで転落する前兆






った」と主張している (p. 402)。Miller [31] は，「コウルリッジは１８００年頃ま
でには明確に保守的な政治哲学を採用したことは疑いがない」(p. vi) としてい
る。Roe [42] は，「１７９８年２月まで彼の野党的な立場は一貫していた」(p. 238)
と指摘している。
― ―１４５






えない悪徳はほとんど何一つとしてない」(Coleridge [4] p. 221) と論じてい
たのだが―その欠陥を補う道徳的に必要な機構であると主張するに至っ
ている (Coleridge [17] I, pp. 395-96)。さらに，若きコウルリッジは，「財産
は……あらゆる悪の源泉」(Coleridge [17] I. p. 213) であると厳しく批判し，
































































































































」２）(Coleridge [11] I. pp. 31-32) と論じるに及んでいる。また，「商業の真
の利益は，農業労働者の中に人為的な欲望を掻き立てることによって不釣
り合いな労苦を背負うように誘い込むことにある。……商業は，詐欺と抑
圧を続ける目的以外には無用である」(Coleridge [4] pp. 223-24) との皮肉を
込めた批判から，商業が「人間本性のかの最高の恵みであり誉れ，すなわ
ち重要で尊敬すべき中間階級」を生み出し，人の支配から法の支配へと導





























目的」(Coleridge [4] p. 218) であることを論証しようとする野心的な意図を
もっていた。近年のコウルリッジ研究では，彼の政治思想を共和主義の系
譜に位置づける研究が影響力をもってきている３）。なるほどコウルリッジ


























３） 代表的な研究として Leask [29]，Morrow [33]，Miller [31]，Kitson [26] [27]，
Malachuk [29] がある。






































































の集まり (a mass of little things) にすぎない」























僅かながら過ごした後，暗黒の場所 (the valley) の土塊に堕するのか，あ
るいは我々がこの世の苦悶に耐えているのは，ひたすら永遠の幸福を享受
できるように準備するためであるのか」(Coleridge [17] I, p. 177) と問うコ
ウルリッジにとって，感覚主義は，人間を，この世で「惨めな歳月」を過
ごすだけの土塊としてしまう。Ⅳで考察するように，ウィリアム・ゴドウ
ィン (William Godwin) を「感覚主義の幇助者 (Pandar (sic) to Sensuality)」










結びついたあらゆる連想を覚醒させるからです。」(Coleridge [17] I. p. 215)
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アダム・スミス (Adam Smith) は，文明諸国民においては「繊細な感受











































































誇りうる唯一の共和政体」(Coleridge [4] p. 126) であったことを，モウズィ












７） Robbins [41] はロウマンの『ヘブライ人の市民統治論』を「ハリントンの思
想が生命力をもっていた驚くべき例」と評価しつつ，「その中で『オシアナ』
と古代イスラエルが混同されるようになった」と指摘している (pp. 236-37)。


















務に人々は自発的に参加した (Coleridge [4] p. 129)。「財産は権力であり，
平等の財産は平等の権力である。貧者は必然的に多かれ少なかれ奴隷であ
る。貧困は公的自由 (public Freedom) の死である」(Coleridge [4] p. 126)。こ
のように，コウルリッジは経済的平等が自由を保障していたことを強調し
８） たとえばコウルリッジが敬愛していたミルトン (John Milton) も，神がユダ
ヤ人に与えた政体は共和政であり，彼らが王国を求めたのは罪であったとして
いる（Milton [32] p. 15，訳９５頁）。さらに興味深いことは，ミルトンは，マ
ルコ福音書１０章のゼベダイの二人の息子の願いの一節「大ならんと思ふ者は，
汝らの役者となり，頭たらんと思う者は，凡ての者の僕となるべし」を，これ
は「世俗の統治 (civil government) について語った」ものだとし，それを根拠
・ ・ ・ ・
に「キリストの教えに最も近い統治は自由共和国である」（Milton [31] p. 16，
訳９６頁：傍点は立川）と主張していることである。共和主義者ミルトンが新




















は，全体の善などの偉大な真理を学ばない」(Coleridge [4] p. 228)。正義と





































エル人自身を保護する」(Coleridge [4] p. 145) ことにあったのであり，最終

























物を主 (Lord) や至高者 (Sovereign) と呼ばざるをえなくなる。さらに，この
絶大な称号の悪用によってますます偶像崇拝に陥るようになっていく。神




















・ペイン (Thomas Paine) のそれと比較してみよう。ペインもコウルリッジ
と同様に「王政は聖書の中でユダヤ人の罪の一つに数えられている」





における革命による以外に達成することができない」（Pain [36] p. 403, 訳
２０９頁）という立場からの王政批判の主張であった。換言すれば，商業文



















































(Coleridge [5] pp. 314-15)。それゆえ『ウォッチマン』でも，対仏戦争反対
はもとより，常備軍の設置に至る第一歩と考えられた軍隊の永続的な兵舎
化 (Coleridge [9] pp. 261-62)，公債発行および公債請負業者と政府の癒着






























































コウルリッジもフランクリン (Benjamin Franklin)，プリーストリ (Joseph Pries-








づけることになったハットン (James Hutton) の『地球の理論』に対して神の
摂理との関連を見出しえなかったために関心をまったく示していないことにつ
いては，さしあたり Coleridge [17] I. p. 177を参照されたい。











は全体に至ることによって達成されるのである。」(Coleridge [4] p. 218)
コウルリッジによれば，「全知全能で慈悲深い唯一の神が存在している
こと，来世で応報を受けることが救世主であるイエスの復活によって確実






のであり (Coleridge [3] p. 40)，「葉を糧にする虫が，葉の色あいを帯び，葉
が自らの糧であることを自らのあらゆる微細な繊維にまで示すのと同じよ


























































が可能となる。そしてそれを媒介するのがハートリ (David Hartley) の観念
連合論ということになる。彼がハートリを「キリスト教哲学のかの偉大な






























する精神と創造された実体」は同じ実体なのである (Priestley [37] p. 230-31)。
「もともと異教の体系の一部であった」「霊魂は肉体と異なる実体であるという
観念」が導入されることで，「キリスト教は自らの腐敗の最大部分をこの源泉
から引き出した」とプリーストリは主張する (Priestley [37] p. 246)。
１３） プリーストリは，グノーシス派の物質・肉体蔑視からは感覚主義も導出され

















































は，詐欺と抑圧を続ける目的以外には無用である。」(Coleridge [4] pp. 223-
24)
を「パトリオットであり，聖人であり，賢者」(Coleridge [16] I. p. 165) とし
て敬愛していた。しかし，プリーストリ自身は，下記の引用からも明らかなよ
うに，コウルリッジと対照的に，商業を高く評価している。
「理性の支配 (the empire of reason) が平和の時代ともなるでしょう。このとき
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
が，二千年も前に告げられた多くの預言の中で明確に，そして繰り返し預言さ




・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
じ」。これは，良識と，キリスト教と正しい哲学に支持された商業精神の優越
(the prevailing spirit of commerce, aided by Christianity, and true philosophy) と
がやがて必ずもたらす状態なのです。」(Priestley [39] p. 240)





































































じっとしていられない地震を育んでいる。(Coleridge [9] pp. 65-66)
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い敵 (an impious foe)」フランスについて次のように描いている。
あらゆる徳を一笑に付し，はしゃぎながら
人殺しをし，依然として自由を約束するが
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
自身はあまりに感覚主義的で自由になれない



























る」(Coleridge [2] p. 17) ことを展望していたのかという点について考察し
ていく。
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